
  県立青少年教育施設指定管理者 外部評価の結果 
（社会教育課） 

 （概要） 
 指定管理者による施設運営を行っている県立青少年教育施設２所（朝霧野外活動セン
ター・三ケ日青年の家）について、外部評価委員会を設置し、その管理運営が健全・安
全かつ、適切に行われているか、令和７年度事業並びに三ケ日青年の家指定管理第４期
期間の評価を行った。 
  

１ 外部評価委員会 

 (1) 委員構成 

役職 立  場 氏  名 所   属 

委員長 学 識 経 験 者 渋江 かさね 静岡大学 教育学部 教授 

委 員 利用者代表（学校） 金 子  直 由 浜松市立三ヶ日中学校 校長 

委 員 利用者代表（学校） 篠 原  広 樹 富士宮市立井之頭小学校 校長 

委 員 危機管理専門家 楠 城  一 嘉 静岡県立大学ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ地域ｾﾝﾀｰ特任教授 

委 員 海洋活動専門家 鉄  多 加 志 東海大学 海洋学部 准教授 

委 員 野外活動専門家 川 島  一 郎 日本ﾎﾞｰｲｽｶｳﾄ静岡県連盟 副理事長 

委 員 財 務 専 門 家 伊 藤  智 章 伊藤公認会計士事務所 公認会計士 
 

(2) 開催状況 

開 催 日 会 場 協 議 内 容 

第 1回 ５月 15 日（金) 朝霧野外活動センター 
評価項目・評価方法確認、 
施設視察及びヒアリング 

第 2回 ５月 22 日(金) 三ケ日青年の家 施設視察及びヒアリング 

第 3回 ７月 10 日(金) 県庁 評価決定 

 

２ 評価結果 

(1)三ケ日青年の家 

【評価の総括】 Ａ （Ｒ６…Ａ Ｒ５…Ａ Ｒ４…Ａ）  

(2)三ケ日青年の家指定管理第４期期間評価（詳細は別紙） 

【評価の総括】 Ａ 

 

【参考：指定管理期間】 

年度 H19～21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R1 2 3 4 5 6 ７ 8 

朝霧 

期 
第１期 

(3 年間) 

第２期 

(5 年間) 

第３期 

(5 年間) 

第４期 

(5 年間) 
第５期 

 

指定 
管理者 

日本キャンプ協会グループ 

三ケ日 

期  
第１期 

(3 年間＋１年間) 

第２期 

(3 年間) 
第３期(５年間) 第４期(５年間) 

指定 
管理者 

 
(株)小学館集英社 

プロダクション 
三ケ日フィールドパートナーズ 

 

(5 年間) 



 

三ケ日 1 

 

令和７年度 青少年教育施設指定管理者外部評価委員会 評価結果 

＜三ケ日青年の家＞ 

◇ ９段階評価ポイント 

評  価  項  目 
評価ポイント 

R7年度 R6年度 R5年度 

評 価 の 総 括 Ａ Ａ Ａ 

項

目

別

評

価 

① 青少年教育施設として安全･安心に利用できる施設の管理 Ａ Ａ Ａ 

② 青少年教育施設として安全･安心に利用できる施設の運営 Ａ Ａ Ａ 

③ 青少年の健全な育成を図る事業の運営 Ａ Ａ Ａ 

④ 利用者への適切な対応 Ａ Ａ+ Ａ 

⑤ 青少年教育施設としての目的にあった活動の展開 Ａ+ Ａ Ａ+ 

⑥ 安全な野外活動実施のための取組について Ａ Ａ Ａ 

⑦ 提案や要望に対する実行状況 Ａ Ａ Ａ 

   
（参考）９段階評価ポイントの意味 記 号 意 味 その他 
 Ａ 十分満足できる 

ABCに対し、必要に応じて＋－

の付加記号を付ける。 
 Ｂ おおむね満足できる 
 Ｃ 努力を要する 

 

 
 

◇ 評価の総括  〔９段階評価  Ａ＋  Ａ   Ａ－ Ｂ＋ Ｂ   Ｂ－ Ｃ＋ Ｃ   Ｃ－ 〕 

・施設点検の確実な実施や丁寧な利用者対応により、安全・安心な利用環境の確保に取り組んでいる。 

・振替利用者の受入に当たり、利用者のニーズを把握しながら、入念な事前打合せなどに努めている。 

・地域の特徴を生かした海洋活動プログラムを中心に、青少年教育施設としての目的にあった事業を展開し

ている。 

・県委託料収入等の想定する収入を多少超える範囲で施設の運営を行っており、管理運営状況は良好である 
と判断する。なお、運営会社の財務状態に関しては、現状問題はないと判断する。 

◇ 要望項目 

・ダブルハルカヌーにゲーム性を取り入れ、ダイヤルインレースなどのゲーム的な工夫を今後のカヌー活動 

の提案として検討してほしい。 

 

 

 



 

三ケ日 2 

◇ 項目別評価 

①青少年教育施設として安全･安心に利用できる施設の管理       〔 ９段階評価 Ａ 〕 

・青少年教育施設として安全･安心に利用できる施設の管理は、十分満足できるものである。 
・施設、整備の老朽化や台風による設備への影響は見られるものの、利用者目線で整備、改善に努めており、 

安全、清潔に使用できるように環境が整えられている点は評価が高い。 
・利用者から個別意見があれば、状況把握と必要に応じた対応を期待する。 

②青少年教育施設として安全･安心に利用できる施設の運営      〔 ９段階評価 Ａ 〕 

・振替利用者の受入に当たり、利用者のニーズを把握しながら、入念な事前打合せなどに努めている。 
・ＳＮＳ、チラシ、ポスター、マスメディアの各特性を生かし、広報活動・情報発信に取り組んでいる。 
・食堂の運営に関し、食事の提供やアレルギー対応など、利用者のニーズを踏まえて行っている。アレ

ルギー対応に関しては、引き続き利用者との情報共有の徹底を期待したい。 

③青少年の健全な育成を図る事業の運営               〔 ９段階評価 Ａ 〕 

・特長である海洋プログラムだけでなく、野外炊事など活動プログラムの充実が図られ、施設の特性と相ま 
って十分な成果を上げている。 

・他施設からの変更で増えた利用希望にも柔軟に対応するとともに、自主事業、イベントなどを通して、幅 
広い利用者の受け入れを行い、地域や利用者の健全育成に努めている。 

・地域の学校に職員を派遣したり、団体との協力体制を継続したり、地域への貢献度も高い。 

④利用者への適切な対応                       〔 ９段階評価 Ａ 〕 

・利用者アンケートによると、当施設ならではの海洋活動が高く評価されている。また、館内活動も充実し
ており、天候に左右されず安心して利用できる。 

・自然動物による被害回避のため、変更で利用を希望する団体等も柔軟に受け入れ、丁寧な対応をしており 
評価できる。 

⑤青少年教育施設としての目的にあった活動の展開           〔 ９段階評価 Ａ+ 〕 

・海洋プログラムをはじめ、ウォークラリーや野外炊事など、多様な自然体験活動を提供し、環境への関心

を高めるとともに、健やかな心身の育成に努めている。 
・海洋指導者研修やスタッフ養成研修を実施し、指導者の資質向上に努めている。 
・季節や天候などにより海洋プログラムを実施できない場合に備え、利用者にとって魅力的な代替プログラ 
ムの開発を期待する。  

⑥安全な野外活動実施のための取組について              〔 ９段階評価 Ａ 〕 

・海洋活動に限らず、野外活動全般における安全対策や危機管理を行うために、常に所員は研修や実習に参 
加して安全に対する意識を高めている。 

・安全対策のマニュアルの見直しや緊急対応訓練も計画に基づいて実施されている。海洋活動は、陸上の活 
動に比して専門の人員が必要になるため、利用者との間に理解不足が生じやすい。事前のWEBを通じた 
学習を促すことによって、利用者の意識改善を提案する。 

⑦提案や要望に対する実行状況                    〔 ９段階評価 Ａ  〕 

・提案や要望に対して積極的かつ適切に対応している。 
・ダブルハルカヌーにゲーム性を取り入れるため、年少者や高齢者でも挑戦できるダイヤルインレースの検

討を要望する。 

 


